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Ⅰ．緒言

　かつてのいじめ研究では、加害者のいじめ行動
の促進要因や抑制要因に関する検討が、精力的に
行われていた1）。子どもは成長につれて、自我の
目覚め、性的成熟など、思春期を特徴づける変化
が顕著となり、学級内の小団体だけでなく、クラ
ブ活動・部活動などを通して、学級・学年を越え
て人間関係が広がっていくと同時に、友人間の結
束が深まる一方で、友人間の葛藤も生じやすく
なってくる。しかし、現代の子供たちは、幼児期
の人間的な関わりが希薄で実体験が不足していた
り、家庭内での過保護や甘やかしにより欲求不満
耐性が低下したりしており、このような要因が、
学校現場の閉鎖性や管理の強化とも相まって、集
団でのいじめ、閉ざされた空間でのいじめ、いじ
めの正当化、いじめの深刻化、傍観者の増加など、
現代のいじめの特徴を形作っていると考えられて
いる1）2）。従って、加害者や被害者だけに焦点を
当てた研究では、いじめ問題の解決には不十分で
ある。森田・清永は、いじめの構造は、被害者、
加害者、観衆、傍観者という4層構造になってい
ると主張しており3）4）、またいじめが減少しない
理由の一つとして傍観者の存在をあげている5）。

この“いじめの四層構造”論が展開されて以来、「傍
観者」に焦点を当てた研究調査も広く行われるよ
うになり、多くの注目を得るようになった。森田
は、いじめを国際比較した場合、英国やオランダ
では、中学2年生くらいの自我が確立しはじめる
時期になるといじめの傍観者が減って、仲裁者が
増えていく傾向があるが、日本では、この傾向は
見られず、学年が上がるにつれて、傍観者が増え
る一方であると報告している6）。
　傍観者とは、いじめが行われているのを、見て
見ぬふりをしている者、あるいは、やめてほしい
と思っていても、何をすることもできず、無力感
を抱えている者と考えられている3）。いじめ場面
における傍観者は、いじめの加害者や被害者への
働きかけを通して、いじめの停止や被害者の心理
的苦痛の低減に重要な役割を果たすことが示唆さ
れている7）。例えば、傍観者がいじめに対して冷
ややかな反応を示せば、いじめを抑制する存在に
なり、いじめの仲裁者は「傍観者」から分化する
形で現れるということである4）。このように傍観
者の行動によって、加害者のいじめ行動が変容し
うることが指摘されている4）8）。従って、いじめ
を大問題に発展させないための取り組みにおい
て、鍵になるのは、傍観者集団の態度や行動であ
る。傍観者は周囲の様子を見て態度を決めると言
われており、援助行動についても相手にとって援
助が必要かどうかを認識することから行動を決め
ている9）。また、傍観者のいじめ場面における行
動を規定するもう1つの要因として、共感があげ
られる。共感とは、“感情体験をしている他者に
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２）調査内容
　①社会的望ましさ（Social Desirability：SD）尺度
　Crowneらの原著12）から翻訳された「日本語版
Social Desirability Scale」（SDS）13）を使用して
社会的望ましさの程度について調査した。この日
本語版SDSは、33項目の設問について「はい」も
しくは「いいえ」で答えるよう編集されており、「は
い」という答えが社会的望ましさ（SD）を示す
ものと、「いいえ」という答えがSDを示すものが
あるので、前者には「はい」に1点を、後者には「い
いえ」に1点を与え、その合計をSDSの総合点と
した。北村・鈴木（1986）は10項目版のSDSにつ
いてではあるが、その平均得点より2標準偏差分
を超える得点を示す者は Social Desirability が非
常に高度で、質問紙法の調査においても社会的に
望ましく思われるように回答する傾向が強いた
め、その回答の解析においては慎重な対処が必要
であると述べている。本研究で使用したSDSは全
項目版ではあるが、同様にその平均得点より2標
準偏差分を超える得点（26点以上）を示した者は
Social Desirability が非常に高度であると考え、
今回の調査対象から除外した。また、全項目版の
SDSの平均得点と標準偏差については Crowneら
の値（13.7±5.8）を採用した。
　②共感性
　共感性については、葉山ら（2008）の作成した
全30項目からなる共感性プロセス尺度14）を使用
して調査した。この尺度は「他者感情への敏感性」

「視点取得」「ポジティブな感情の共有」「ネガティ
ブな感情の共有」「ネガティブな感情の同情」「ポ
ジティブな感情への好感」の6つの下位尺度から
構成されている。回答方法は、各項目につき「あ
てはまらない」「あまりあてはまらない」「どちら
とも言えない」「少しあてはまる」「あてはまる」
で答える5件法で、それぞれの得点を1 ～ 5点とし
て、各下位尺度の得点を求めた。
　③いじめ提示場面
　いじめ場面は場面想定法を用いて「無視場面」
と「暴力場面」の二つを提示し、その時どのよう
に行動するかについて回答を求めた。「無視場面」
については、蔵永・片山ら（2008）が作成した無
視場面シナリオ15）を、「暴力場面」については、
水野（2012）が、蔵永・片山ら（2008）が作成し
た「無視場面」を踏まえて、無視的ないじめに関
連する語句や表現を、文章構成をほぼ同一としな
がら、暴力的ないじめに関連する語句や表現に変
えて作成した暴力場面シナリオ16）を提示した。
対象者にとっては、両方とも傍観者の役割および
共感を喚起できるシナリオであると考えられた。
またシナリオの登場人物については、調査対象者

対して、相手と同様の感情が生じたり、相手の状
況にふさわしい感情が生じたりすること”である
10）。桜井・葉山ら（2011）は、共感性と向社会行
動、攻撃行動との関連を調べ、他者のポジティブ、
ネガティブ両方の感情に共感できる群は、最も向
社会行動をとりやすく、ポジティブな感情に共感
しにくい群は、攻撃行動をとりやすいことを明ら
かにした11）。つまり、共感性は利他的行動を促進
することが実証されており、攻撃行動を抑制する
ことも期待できる。このことをいじめ場面に適用
すると、共感は被害者への援助を促し、加害行動
への加担を抑制する機能を持ちうると考えられ
る。しかし、共感のどの要素がどんないじめ関連
行動に関与するかについては十分明らかにはなっ
ていない。

Ⅱ．目的

　本研究では、いじめ場面における傍観者の行動
に着目し、これから社会人となる大学生がいじめ
についてどのような態度を持っているのか、また
共感性やいじめ関連行動は将来いじめ問題と向き
合うことになる教育系課程とその他の課程では異
なるのか、男女差はあるのか、を明らかにすると
ともに、共感性の要素によって、傍観者自身のい
じめ関連行動がどのように影響されるのかを検討
することを目的として、教育を担う教育系課程と
教育を担わない非教育系課程で場面想定法を用い
た質問紙調査を行った。また、質問紙調査の信頼
性向上の一助とするため、社会的望ましさの程度
についても併せて調査した。

Ⅲ．方法

１）調査対象
　平成28年4月～ 5月、愛知県内のA大学に通う
教育系課程と非教育系課程（国際文化コース）
1~3年生239名を対象に、無記名の質問紙調査を
実施した。表1に調査対象者の内訳を示した。質
問への回答に不備があるものを除いた有効回答者
は236人（男性79人、女性157人）で、有効回答率
は98.7%であった。

表１．調査対象者の内訳 
     学部    男    女    合計 

  教育系  26 人 73 人 99 人 

非教育系 

（国際文化コース） 

56 人 84 人 140 人 

   合計  82 人 157 人 239 人 
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という4因子を抽出し、「無視場面」に付随するい
じめ関連行動については、第一因子「加担、同調
行動」、第二因子「被害者援助行動」、第三因子「傍
観行動」という3因子を抽出し解析を行ったので、
本研究もこれらの因子を採用し分析した。また、
暴力場面については、本研究では実際に仲裁行動
をとることが暴力場面におけるいじめの解決に最
も有効であると考えたので、「誰かと仲裁する」「B
たちに誰かとやめるように言う」「1人で仲裁する」

「Bたちに1人でやめるように言う」という4つの
項目を構成要素とする因子「仲裁行動」を作成し、
暴力場面における仲裁行動についても検討した。

３）分析方法
　共感性の各要素（下位尺度）が性別により異な
るかを、所属ごとにt検定により検定した。共感
性の下位尺度と各いじめ関連行動との関連につい
てはSpearmanの順位相関係数を算出して解析し
た。また共感性の各下位尺度を独立変数、いじめ

と同性であると想定するよう求めた。
　④いじめ関連行動
　「無視場面」におけるいじめ関連行動について
は、蔵永・片山ら（2008）が作成した「無視場面」
に付随する16の質問項目15）を使用して調査した。

「暴力場面」におけるいじめ関連行動については、
無視に関する語句や表現を暴力的な語句や表現に
変更した質問項目16）を使用して調査した。自身
が呈示された場面におかれたとしたらそれぞれの
行動をその後とるかどうかについて、「違う」「ど
ちらかと言えば違う」「どちらかと言えばその通
り」「ほぼその通り」「その通り」の5件法で回答
させ、それぞれの得点を1 ～ 5点として、各行動
の得点を求めた。また、5点（その通り）をその
行動を取ると判断した。
　水野（2012）は因子分析により、「暴力場面」
に付随するいじめ関連行動については、第一因子

「加担・同調行動」、第二因子「被害者援助行動」、
第三因子「傍観行動」、第四因子「単独仲裁行動」

図1．共感性の下位尺度の男女比較（平均±標準誤差）
　t検定での男女の有意差が見られたものを*で示す（*p<0.05 ,**p<0.01, ***p<0.001 ）．
　非教育学部では，6つの下位尺度とも有意な男女差，教育学部では，「他者感情への敏感性」「ポジティブな感情の共有」「ネ
ガティブな感情の同情」「ポジティブな感情への好感」の4つの下位尺度に有意な男女差が見られた．
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図2．暴力場面におけるいじめ関連行動の各因子の男女比較（平均+標準誤差）
　t検定での男女の有意差が見られたものを*で示す（*p<0.05 ,**p<0.01, ***p<0.001 ）．
　非教育学部では，「加担・同調行動」に有意な男女差が見られたが，教育学部では，
　有意な男女差が見られる因子はなかった．

愛知教育大学健康支援センター紀要　Vol.15



6

がうのではなく、社会的に最も受け入れられやす
いものにしたがって回答する傾向にあると考えら
れたので、調査の対象者から除外して分析した。
また、所属課程ごとに男女比較を行い、共感性と
各場面におけるいじめ関連行動の特徴を概観した
うえで、共感性の下位尺度といじめ関連行動との
関わりを検討した。

１）共感性
　共感性の各要素に関して、非教育系課程と教育
系課程に分け男女差についてt検定を行い検討し
たところ、共感性の平均値については、非教育系
課程では、男性は66.81（±14.61）、女性は80.42（±
13.51）であり、教育系課程では、男性は67.73（±

関連行動の各因子を従属変数として、共感性のど
の要素がそれぞれのいじめ関連行動に関与してい
るかを、二項ロジスティック回帰分析により分析
した。変数選択はステップワイズ変数増加法

（Wald）により行い、確率：0.05で投入、0.10で
除去とした。また、p<0.05を有意と考えた。統計
処理は、統計パッケージソフトSPSS ver. 22.0 を
用いて行った。

Ⅳ．結果
　
　SD 性が過度に高い者（SDSの得点が26点（平
均＋2SD）以上）は非教育系課程の女性3人であっ
た。これらの者は、自らが信じているものにした
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図3．無視場面におけるいじめ関連行動の各因子の男女比較（平均+標準誤差）
　t検定での男女の有意差が見られたものを*で示す（*p<0.05 ,**p<0.01, ***p<0.001 ）．　非教育学部では，「加担・同調行動」
に有意な男女差が見られたが，教育学部では，有意な男女差が見られる因子はなかった．

 他者感情への敏感性 視点取得 ポジティブな感情の共有 ネガティブな感情の共有 ネガティブな感情への同情 ポジティブな感情への好感 

暴加担・同調行動 -.352** -.285** -.256** -.173** -.394** -.407** 

暴被害者援助行動 .185** .268** .225** .164* .210** .173** 

暴傍観行動 -.197** -.255** -.188** -.209** -.245** -.183** 

暴単独仲裁行動 -.129* -.070 -.022 -.027 -.117 -.095 

加担・同調行動 -.256** -.211** -.145* -.133* -.352** -.300** 

被害者援助行動 .180** .255** .242** .141* .245** .165* 

傍観行動 -.187** -.215** -.166* -.189** -.207** -.178** 

**: p<0.01, *: p<0.5 

暴力場面：暴加担・同調行動、暴被害者援助行動、暴傍観行動および暴単独仲裁行動, 無視場面：加担・同調行動、被害者援助行動および傍観行動と表示. 

 

 

表2．共感性といじめ関連行動の各因子との関連

 
 共感性の下位尺度 B (S.E.) Wald OR 95%CI P 値

暴力場面 ネガティブな感情への同情 0.213(0.079) 7.186 1.237 1.059 1.445 0.007

無視場面 

ポジティブな感情の共有 0.286(0.113) 6.432 1.331 1.067 1.661 0.011

ネガティブな感情への同情 0.281(0.092) 9.28 1.324 1.105 1.587 0.002

B:  回帰係数;  S.E.: standard error;  CI: confidence interval;  OR: odds ratio. 
オッズ比(OR)が,1 よりも大きいほど,被害者援助行動への共感性の影響力が強くなる. 
 

表3．「被害者援助行動」と共感性との関連

B：回帰係数；　S.E.：standard error；　CI：confidence interval；　OR：odds ratio.
オッズ比（OR）が，1よりも大きいほど，被害者援助行動への共感性の影響力が強くなる.

いじめ場面における傍観者の共感性といじめ関連行動との関連
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教育系課程では、「加担・同調行動」については、
女性に比べ男性の方が有意に高かったが、教育系
課程では、どの行動についても有意な男女差は見
られなかった。また、非教育系課程より教育系課
程の男性の方が、有意水準には達しなかったもの
の「被害者援助行動」の得点が僅かに高かった 

（平均＋標準偏差：16.192+3.567 vs 14.472+3.656, 
p=0.0512）。無視場面についても同様に図3に示す
ように、「加担・同調行動」については、非教育
系課程では女性に比べ男性の方が有意に高かった
が、教育系課程では、どの行動についても有意な
男女差は見られなかった。

16.76）、女性は78.12（±16.22）で、何れも女性
の方が有意に高かった。
　また、各下位尺度の平均値、標準誤差を算出し、
男女差について分析を行ったところ、図1に示す
ように非教育系課程では、6つの下位尺度とも女
性の方が有意に高かった。教育系課程では、「他
者感情への敏感性」「ポジティブな感情の共有」「ネ
ガティブな感情への同情」「ポジティブな感情へ
の好感」の4つの下位尺度では女性の方が有意に
高かったが、「視点取得」と「ネガティブな感情
の共有」では有意差は見られなかった。

２）いじめ関連行動
　暴力場面についてみると図2に示すように、非

 共感性の下位尺度 B (S.E.) Wald OR 95%CI P 値 

男性 視点取得 0.657(0.292) 5.058 1.929 1.088 3.418 0.025

女性 ネガティブな感情の共有 0.200(0.106) 3.573 1.221 0.993 1.502 0.059

B:  回帰係数;  S.E.: standard error; CI: confidence interval;  OR: odds ratio. 
オッズ比(OR)が,1 よりも大きいほど,仲裁行動への共感性の影響力が強くなる. 

表6．暴力場面の「仲裁行動」と共感性との関連

B：回帰係数；　S.E.：standard error；　CI：confidence interval；　OR：odds ratio.
オッズ比（OR）が，1よりも大きいほど，仲裁行動への共感性の影響力が強くなる.

 共感性の下位尺度 B (S.E.) Wald OR 95%CI P 値 

暴力場面 ネガティブな感情への同情 0.251(0.102) 6.085 1.286 1.053 1.57 0.014

無視場面 ネガティブな感情への同情 0.285(0.107) 7.113 1.329 1.078 1.639 0.008

B:  回帰係数;  S.E.: standard error; CI: confidence interval;  OR: odds ratio. 
オッズ比(OR)が,1 よりも大きいほど,被害者援助行動への共感性の影響力が強くなる. 

 

表5．「被害者援助行動」と共感性との関連（女）

B：回帰係数；　S.E.：standard error；　CI：confidence interval；　OR：odds ratio.
オッズ比（OR）が，1よりも大きいほど，被害者援助行動への共感性の影響力が強くなる.

 共感性の下位尺度 B (S.E.) Wald OR 95%CI P 値 

暴力場面 ネガティブな感情の共有 �0.358(0.171) 4.396 0.699 0.501 0.977 0.036

B:  回帰係数;  S.E.: standard error;  CI: confidence interval;  OR: odds ratio. 
オッズ比(OR)が,1 よりも小さいほど,被害者援助行動への共感性の負の影響力が強くなる. 

 

表4．「被害者援助行動」と共感性との関連（男）

B：回帰係数；　S.E.：standard error；　CI：confidence interval；　OR：odds ratio.
オッズ比（OR）が，1よりも小さいほど，被害者援助行動への共感性の負の影響力が強くなる.
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1.329, p=0.008）が有意に関連していた。どちら
の場面でも、「ネガティブな感情への同情」は「被
害者援助行動」を促進させやすいと考えられる。
　また、無視によるいじめより暴力によるいじめ
の方が“より危険で、一人であるいは誰かと一緒
すぐにいじめを止めなければ”という認識を持ち
やすくまた、緊急性も高いと考えられるので、暴
力場面については、仲裁行動についての項目を抽
出して新たな因子とし検討した。つまり、「誰か
と仲裁する」「Bたちに誰かとやめるように言う」

「1人で仲裁する」「Bたちに1人でやめるように言
う」という4つの項目を構成要素とする因子「仲
裁行動」を作成し、二項ロジスティック回帰分析
を行った。
　その結果は表6に示すように、男性の場合では、

「視点取得」が「仲裁行動」（odds ratio = 1.929, 
p=0.025）に有意に関与していたが、女性の場合
では、「ネガティブな感情の共有」が「仲裁行動」

（odds ratio = 1.221, p=0.059）に有意に関与して
いた。

Ⅴ．考察

　本研究では、いじめの傍観者に着目して、対象
者に傍観者を役割取得させて、その後のいじめ関
連行動と自身の共感性との関連を検討した。その
結果、共感性においては、女性の得点が男性より
も高いという葉山ら（2008）の先行研究と同じ結
果が得られた。つまり、女性の方が男性より共感
性が高いという結果はかなり普遍的なものである
と考えられる。
　いじめ関連行動では、非教育系課程では暴力場
面と無視場面を問わず、男性は女性より「加担・
同調行動」を有意にとりやすかった。教育系課程
においては、有意水準には達しなかったものの、
男性は女性より「加担・同調行動」をとりやすい
傾向が見られた。これらのことから、男性の方が
女性より加担・同調行動をとりやすいのは、かな
り普遍性が高いと考えられる。また、暴力場面で
は、非教育系課程より教育系課程の男性の方が、
有意水準には達しなかったものの、「被害者援助
行動」の得点が僅かに高かったことから、教育系
課程の男子学生は被害者援助行動をとりやすいと
考えられた。このことは、教育系課程はいじめの
教育を受ける機会が多く、いじめの基本的理解と
いじめに対するより正しい認識を持っているた
め、あるいは将来教員になりいじめ問題と向き合
うことを自覚しているためかもしれない。
　今回用いた共感性は認知的側面と感情的側面で
構成されている。感情的側面には、「ポジティブ

３）共感性といじめ関連行動との関連
　①共感性といじめ関連行動の各因子との相関
　今回の研究ではSpearmanの順位相関係数の絶
対値が0.3以上のものを重要な関連があると考え
た。共感性といじめ関連行動の各因子との相関係
数を求めたところ、表2に示すように暴力場面に
おける「加担・同調行動」と「他者感情への敏感
性」「ネガティブな感情の同情」「ポジティブな感
情への好感」に有意な負の相関が見られた。また、
無視場面における「加担・同調行動」と「ネガティ
ブな感情の同情」にも有意な負の相関が見られた。
　②ロジスティック回帰分析
　共感性といじめ関連行動の各因子との関連を調
べるため、いじめ関連行動の各因子を従属変数と
して二項ロジスティック回帰分析を行った。各因
子の項目数が違うので、4または5項目の場合は2項
目以上で5点、2または3項目の場合は1項目以上で5
点の回答をした人を該当する行動をとる、と考え
た。また、従属変数および独立変数に用いた項目
の回答をまとめる際は、各関連行動をとる回答を
1、それ以外の回答を0の二値に分類し解析した。
　男女をまとめて分析した結果は表3に示すとお
りで、2つ場面の「被害者援助行動」について有
意に関連する共感性の下位尺度が選択された。暴
力場面における「被害者援助行動」にはついては

「ネガティブな感情への同情」（odds ratio = 1.237, 
p=0.007）が、無視場面における「被害者援助行動」
にはついては「ポジティブな感情の共有」（odds 
ratio = 1.237, p=0.011）と「ネガティブな感情へ
の同情」（odds ratio = 1.237, p=0.002）が有意に
関連していた。
　男性についてみると表4に示すように、暴力場
面の「被害者援助行動」について有意に関連する
共感性の下位尺度が選択され、「ネガティブな感
情の共有」が「被害者援助行動」に有意に関与し
ていた（odds ratio = 0.699, p=0.036）。Odds ratio 
が1未満であることは「ネガティブな感情の共有」
が強い方が、「被害者援助行動」を促進させにくく、

「ネガティブな感情の共有」が弱い方が、「被害者
援助行動」を促進させやすいことを意味する。無
視場面におけるいじめ関連行動については、どの
因子についても有意に関連する共感性の下位尺度
項目は選択されなかった。
　女性についてみると表5に示すように、2つ場面
における「被害者援助行動」に有意に関連する共
感性の下位尺度が選択された。暴力場面における

「被害者援助行動」にはついては「ネガティブな
感情への同情」（odds ratio = 1.286, p=0.014）が、
無視場面における「被害者援助行動」にはついて
も「ネガティブな感情への同情」（odds ratio = 

いじめ場面における傍観者の共感性といじめ関連行動との関連
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な感情の共有」「ネガティブな感情の共有」「ネガ
ティブな感情への同情」「ポジティブな感情への
好感」が含まれる。今回の結果より、共感性の感
情的側面はいじめ関連行動とかなり関連してい
た。特に、「ネガティブな感情への同情」（他者の
ネガティブな感情に対する他者志向的反応を持つ
傾向）は「被害者援助行動」に強い促進的影響を
持ち、また「加担・同調行動」に対しては抑制的
な影響を持つと考えられる。傍観者は人間関係や
人とのかかわりに 無関心で自分の関心をもつも
のにしか気が向かない傾向にある。また、いじめ
に対してやめてほしいと思っていても、何もでき
ず、無力感を抱えている場合もある。本研究の結
果から、共感性の中でも特に「ネガティブな感情
への同情」を高めるような教育や介入は、いじめ
場面における傍観者を援助者に変える効果や、い
じめ行動に同調する加害者へ変えない効果が期待
できる。また、暴力場面における仲裁行動には男
性では「視点取得」、女性では「ネガティブな感
情の共有」が大きく寄与していた。「視点取得」
は実際に相手の立場に立って認識し理解するとい
う傾向を示す尺度である。つまり、実際に仲裁行
動を起こさせるためには、男性においては共感性
の感情的側面だけでなく認知的側面が重要であ
り、視点取得を向上させるような教育や介入も重
要と考えられる。
　これまで、共感性を高める取り組みおよびプロ
グラムの開発について、いくつかの報告がなされ
ている。例えば、Nosek, Gifford,＆Kober（2014）
は、看護学生を対象に、非暴力コミュニケーショ
ンの訓練を行った結果、学生の共感性が高まった
ことを報告している。西村・村上ら（2015）によ
り開発された「共感性を高める教育的介入プログ
ラム」も、共感性を高めることに効果があったと
報告されている。今後、いじめの抑制につながる、
より効果的な共感性教育についての研究が、さら
に進展することを期待している。

謝辞

　本研究は、第一筆者が研究を行い、第二筆者が
指導した平成28年度愛知教育大学教育学研究科養
護教育専攻の修士論文を、加筆・修正したもので
す。本研究の計画策定に貴重なご助言・ご指導を
いただきました名古屋大学・心の発達支援研究実
践センターの五十嵐哲也先生に、この場をお借り
して深く謝意を表します。また、本調査にご協力
いただきました学生の皆さんにも心より感謝申し
上げます。

愛知教育大学健康支援センター紀要　Vol.15



10

16） 水野正幸 （2012）　いじめ場面における目撃
者の役割取得と共感がその後のいじめ関連行
動に及ぼす影響. 創価大学大学院紀要, 34: 
293-318. 

17） Nosek, M., Gifford,E., Kober, B. （2014）: Non-
violent Communication（ NVC）training in-
creases  empathy in baccalaureate nursing 
student :A mixed method study. Journal of 
Nursing Education and Practice, 4: 1-15.

18） 西村多久磨・村上達也ほか （2015）　共感性
を高める教育的介入プログラム ―介護福祉
系　の専門学校生を対象とした効果検証―.　
教育心理学研究, 63: 453-466.

いじめ場面における傍観者の共感性といじめ関連行動との関連



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




